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食品メーカーとして、安全で安心な
商品・サービスを安定的にお届けすることを
使命と考え、これからも取り組みを強化していきます。

安全・安心のために

お客様相談窓口

　卵を使わないマヨネーズタイプの調味料
「日清マヨドレ」は、卵の摂取を気にするお
子様を持つご家族や保育施設等からもご
支持いただいている商品です。お客様から
の「マヨネーズと区別がつくようにしてほし
い」というご要望を受け、キャップの色をオ
レンジ色から水色に変えるとともに、容器
に商品名入りのシールを貼りました。

　「日清アマニ油145g」（2015年2月発売）
と「ボスコエキストラバージンオリーブオイル
145g」（2016年2月発売）について、「フレッ
シュキープボトル」を採用した商品を発売しま
した。このボトルは注いだ分だけ内袋が小さく
なる二重構造で、逆止弁キャップで油が空気に
触れにくく、最後までフレッシュな状態でおいし
くお召し上がりいただけます。容量は145gと
フレッシュなうちに使い切りやすく、食卓でもお
使いいただきやすいサイズです。

マヨドレ容器の改善～外袋を外しても一目でわかる工夫～

開封後の酸化を防ぐボトルの採用

水色のキャップ

改善前

フレッシュキープボトル

お客様

お客様

改善後のマヨドレ容器
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　商品の安全・安心を守るため、フードディフェンスの
取り組みを継続して行っています。2015年度に新設
した食用油の充填工場においても、既存の施設と同
水準にて記録カメラや指紋認証などの入室管理シス
テムを設置し、一般的な異物混入、また意図的な異物
混入への対策を行っています。
　また、充填エリアへの異物混入防止を徹底するため、
新型の作業着を導入しました。製品の充填エリアで働
く従業員を対象に、ホコリなどが付着しないように静電
気が起きにくい素材を使用したほか、袖のリブを長く
するなどの工夫をしました。

　当社では、これまでも、飼料用油粕（ミール）も食品と同様と考え、安全・衛生の
管理を行ってきました。この考えのもと、2015年9月、家畜用の飼料・飼料原料
製造工場として、日本で初めてとなるFSSC22000相当の認証を横浜磯子工場
で取得し、その後名古屋工場、水島工場でも同様の認証を取得しました。

　２０１５年１０月、名古屋工場と水島工場が「食品衛
生優良施設」として、厚生労働大臣から表彰を受け
ました。この賞は食品衛生の推進・向上に多大なる

　消費者の皆様からの商品やサービスに関するご質
問・ご意見などは、社内の「お客様相談窓口」にて受け
付けています。専任の当社従業員が、電話やメール、
手紙などで寄せられたご質問やご意見に対し、迅
速・ていねいに回答することを心掛け、いただいた
お客様の声を商品開発に活かしています。また、ホー
ムページではお客様からのよくあるご質問を掲載し、
商品を安心して使っていただけるサポート体制を整え
ています。

フードディフェンスの
取り組み

家畜用の飼料・飼料原料製造工場として
FSSC22000相当※の認証を取得

食品衛生優良施設として厚生労働大臣から表彰

お客様相談窓口

※ 飼料はFSSC22000の認証対象となっ
ていないため、ISO22000とPAS222を
同時取得したことにより、FSSC22000
相当の認証を取得したこととなる。

「お客様相談窓口」
http://sodan.nisshin-oillio.com

お客様

お客様

お客様

取引先

功績を収めた施設に対して贈られるもので、日頃の
施設改善や食品衛生に関しての取り組みが他の模
範になると評価されました。

指紋認証入室管理システム
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「日清オイリオグループ行動規範」にて、原料・資材の
購入先に対し常に公平かつ対等な立場で接すること、
またあらゆる形態の強制労働・児童労働の排除を定めています。
安定的かつ持続可能な調達を目指し、
各種団体との取り組みを進めています。

大豆畑

原料調達における取り組み

　当社では、干ばつなど天候の影響による原料の収穫量の変化にも対応できる
よう、複数の国からの調達を行っています。すべての原料に対して、品質と安全
性の確保のため食品衛生法に基づいた定期的な安全性評価を行っており、また
当社基準に照らしあわせ、原料生産国における農薬の使用および管理状況の把
握や、油脂調達先に対する異物混入対策などさまざまな調査を実施しています。
あわせて、産地訪問も継続的に行うとともに、新たな調達先についても検討し商
品の安定供給に努めています。
　また、大東カカオ株式会社では、さまざまなチョコレート原料を海外から調達し
ています。安定調達と原料品質の維持を目的に、定期的にカカオ豆の産地を視
察するとともに、カカオバターなどの輸入カカオ製品についても、定期的に海外
の調達先を訪問し、安全性などについて調査を行っています。

商品の安定供給のために

現地調査の様子（大東カカオ株式会社）

　当社はパーム油産業の健全な発展に貢献していくため、
2012年からRSPO（持続可能なパーム油のための円卓会議）
に加盟しています。2014年3月には「RSPOサプライチェー
ン認証※1」を横浜磯子事業場・堺事業場において取得しました。
子会社においては、マレーシアのISF、スペインのIQLが加盟、
RSPOサプライチェーン認証を取得しています。今後もパーム
油生産に関する環境・社会的課題を深く理解・認識し、RSPOの
理念の普及に努めていきます。

　大東カカオ株式会社は2013年から世界カ
カオ財団（WCF）※2に加入しています。世界の
カカオ産業が抱える課題解決に向けたWCF
の活動への支援を通じて、今後もグローバル
市場における社会的責任を果たしていきます。

RSPOサプライチェーン
認証取得

世界カカオ財団
への参画

※1 RSPOサプライチェーン認証：製造・加工・流通過程における認証制度。認証      
パーム油を使用して作られた製品を取り扱う各工程でサプライチェーン認証
の要求事項を満たしているかを認証する制度です。

※2 世界カカオ財団：持続可能なカカオ経済の促進に貢献
する100社以上の会員企業で構成される世界的な財団
で、カカオ主要産地にて農民への教育活動や品種改良支
援等を行っています。

取引先

取引先 取引先
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投資家の皆様に対して適切な情報開示を行うとともに、
双方向のコミュニケーションの推進により、
良好な関係を築いていきます。

株主・投資家との対話

　株主様との直接のコミュニケーションの機会として、
毎秋、横浜磯子事業場にて株主様向けの工場見学会
を開催しています。見学会では、商品の充填ラインな
どの工場施設を見学していただいたり、ミニプラント
を使用して原油の精製工程についてご説明していま
す。見学後には、当社グループの商品を使った料理を
試食していただきながら、今村社長をはじめとする
当社役員と懇親していただく機会を設けています。

　毎年3月31日現在の株主名簿に記載された、1,000
株以上を所有されている株主様に対して、年1回
3,000円相当の当社製品をお贈りしています。

　個人投資家の皆様向けに、全国の証券会社支店にて
会社説明会を開催しています。2015年度は全国12
カ所、631名の個人投資家の皆様に、当社の事業内
容や経営戦略についてご説明しました。
　また、機関投資家・アナリストの皆様を対象に、年2回
開催する決算説明会のほか、個別のIRミーティングを
積極的に行っています。

株主様工場見学会

株主優待制度投資家の皆様との
コミュニケーション

株主様工場見学会 懇親会の様子

ミニプラントを使用した説明

会社説明会

株主優待品の例

充填ラインの見学

株主・投資家

株主・投資家 株主・投資家
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　「教育はすべての業務に優先する」という教育方針の
もと、階層別教育、部門別教育、自己開発教育など体系
的な制度を整え、従業員一人ひとりが高度な専門性に
裏づけられた強力な行動力を発揮し、成果につなげて
いくプロフェッショナルになることを支援しています。
　グローバル人材の早期・継続的育成のための教育
を推進しており、2016年からマレーシアにある子会社 
Nisshin Global Research Center Sdn. Bhd. にて、
1ヵ月の滞在型研修を実施しています。

　NPOの支援のもと、当社および株式会社マーケ
ティングフォースジャパンは、共同で耕作放棄地を借
り上げ、開墾から種まき、収穫などの一連の農作業を
行う“農業経験研修”を実施しています。昼間の農作業
で“植物のチカラ®”を体感し、夜にはワークショップを
行う中で、日本の食や農業についての知見を深めると
ともに、活力にあふれた組織風土づくりを行っています。

教育優先の企業風土 農業研修の実施

　１ヵ月にわたる滞在では、パーム油や、日本では扱う
ことの少ないエキゾチックファットなどの南方系油脂の
実験や分析に参加することで、マレーシアのパーム油産
業についてより一層理解を深められました。
　参加前は英語でのコミュニケーションが不安でしたが、
現地のスタッフと実験結果について議論を交わす中で、
徐々に慣れていくことができました。今後、グローバル
な視点で油脂の価値を向上させるためには、パーム油の

知識だけでなく、日
本と異なる環境や文
化を理解し、現地の
スタッフと協同して
いくことが重要だと
実感しました。

中央研究所 
阿部 功典

参加者全員で共同作業を体験

土をならし、畑を耕す

研修の様子

体系的な教育制度を設け、従業員一人ひとりが
プロフェッショナルとして活躍するための
支援をするとともに、
働きやすい職場環境の整備に取り組んでいます。

人材の育成と活用

マレーシア滞在型研修
参加者の声

農業研修

従業員 従業員 社会
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　「企業は人なり」の理念のもと、女性活躍推進を当社の重要な経営戦略のひとつと位置づけています。
　女性従業員に対して、さまざまな実務経験や教育受講の機会を従来よりも比較的早い段階から提供することにより、
女性活躍推進の土台を作りあげるとともに、ワーク・ライフ・バランスの支援や組織風土の改革も含めた環境・制度整備を
同時に進めていきます。

女性活躍推進への取り組み

中央研究所 
櫻井 智香

従業員

従業員

従業員

　当社の人事制度の基本理念は「能力開発・
成果主義」であり、従業員一人ひとりが、高度
な専門性に裏打ちされた行動力を持って成果
を出すプロフェッショナルであってほしいと考
えています。
　制度の中核を成すシステムとして「目標実
現制度」と「専門能力開発プラン」があり、この
2つのシステムを密接にリンクさせ、個人の成
長と企業の業績向上を同時に達成し、そして
社会の発展に貢献することを目指しています。

「能力開発・成果主義」を基本理念とした
プロフェッショナル人事制度

　少子化が進行する中で、当社は「次代の社会を担う子どもが健や
かに生まれ、成長する環境づくり（次世代育成支援）」を重要なテー
マと位置づけ、積極的な取り組みを進めています。2011年度から
2014年度の4年間における次世代育成行動計画の実行によって、
厚生労働省が子育てサポート企業として認定する「次世代認定マー
ク（通称：くるみん）」を取得しました。2016年度以
降についても新たな次世代育成行動計画に則った
活動を積極的に展開していきます。

ワーク・ライフ・バランスの推進 育児休職
取得者の声

　長女が保育園に入所するまで育児休職を取得
しました。休職中は生活が一変しましたが、子
どもの成長はもちろん、自分自身も新たな経験
をしたり友人の輪が広がったりと、貴重な時間
となりました。
　復帰の際は、休職前のように仕事ができるの
か、生活との両立など、不安もありましたが、上
司や職場の方々が変わらず温かく迎えてくれ、
安心して復帰することができました。育児休職
経験者が周りに多いことも励みになっています。

スペシャリティの習得

成果（業績）の実現

プロフェッショナリティの発揮

自己実現

＜専門能力開発プラン＞
全社キャリア・モデル

▼
中期専門能力開発プラン

▼
年間目標

▼
業績自己評価

▼
上司からのアドバイス

▼
次年度目標設定

＜目標実現制度＞
業績目標設定

▼
主体的取り組み

▼
実績自己評価

▼
上司からのアドバイス

▼
次年度目標設定
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　当社グループでは、事業活動によるエネルギー消費
量を考慮し、地球温暖化ガス排出削減による低炭素社
会実現への取り組みを積極的に進めています。省エネ
や環境に配慮した設備の導入例として、2015年度、堺
事業場にて植物油脂の製造時に使用する冷凍機を高効
率型のターボ冷凍機（インバータ）へ更新しました。
　これにより、エネルギーを効率よく使用できるように
なり、結果として年間約10％の電力使用量の削減がで
きました。

　環境負荷の低減に向けた取り組みとして、モーダルシフトや他企業との物流共同化を推進しています。2015年度には、
取り組みのひとつが次世代型モーダルシフト（複数の荷主企業による混載、空コンテナ輸送の削減、往復路の荷物の
確保）として評価され、国土交通省より「モーダルシフト等推進事業」として認定されました。また、2016年4月から、
北海道地区で当社を含む食品メーカー6社による共同配送を開始しました。輸送の効率化を進め、6社のCO2排出量
の約15％削減を目指します。

　岡山県倉敷市の高
たかはしがわ

梁川で行われたクリーン活動に水島工場の有志17名が参加しました。この活動は、岡山県の三大
河川のひとつであり、住民の生活用水や工業・農業用水を供給し、暮らしを支えてくれている高

たかはしがわ

梁川の美しい自然を守る
ための活動です。今後も地域の自然保護活動を通じ、環境保全に貢献していきます。

低炭素社会実現に向けた省エネ機器導入

配送における環境負荷低減に向けて

地域の清掃活動に参加～水島工場～

高効率型導入により、大きな効果が得られました。
今後もさらなる省エネ推進を継続します。

堺事業場
攝津製油株式会社 油脂工場 精製グループ
子安 恒昭

導入した
ターボ冷凍機

かけがえのない地球を
次の世代に引き継ぐために、
“植物のチカラ®”を最大限に引き出し、
地球にやさしい企業活動に取り組み続けます。

環境のために

高
たかはしがわ

梁川クリーン活動（水島工場）

環境

環境

環境

取引先

社会
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　2020年度を目標年度とした中期環境目標の達成に向けた環境活動を推進しています。
2015年度の実績は以下の通りです。なお目標については情勢変化により、見直しを実施する場合もあります。

環境目標および評価

資源・エネルギーの流れ（2015年度）

評価：○順調に進捗、△未達成・改善が必要

※ 中央研究所移転にともなう書類整理および、ワークスタイル変革（オフィスの効率化やペーパーレス化など）にともなう紙ゴミ廃棄量増加のため

テーマ 中期環境目標 2015年度の実績 評価

低炭素
社会

2020年度に以下の目標を達成する（基準年度：1990年）
・生産活動における使用エネルギー量を20％削減、使用エネルギー原単位を15％削減

・使用エネルギー量：3.6％削減
・使用エネルギー原単位：5.7％削減 △

2020年度に以下の目標を達成する（基準年度：1990年）
・生産活動におけるCO2排出量を25％削減、CO2排出量原単位を20％削減

・CO2排出量：8.0％削減
・CO2排出量原単位：10.0％削減 △

・油脂の輸配送に係るエネルギー使用の原単位を2020年度に、2010年度比10%削減
  対象：パッケージ品＋バルク油（油粕や生産のための拠点間輸送は除く） ・エネルギー使用原単位：1.7％削減 △

循環型
社会

・生産工程でのゼロエミッションの継続 ・生産工程での再資源化率：99.97％ ○
・生産活動における用水（上水・工業用水）使用量原単位を2020年度に、
  2012年度比8％削減 ・用水使用量原単位：8.1％削減 ○

オフィス
関連

・電気使用量原単位を2020年度に、2012年度比8%削減
  対象：事務ブロック（本社＋8支店） ・電気使用量原単位：11.4％削減 ○
・紙/コピー用紙の使用量削減
  対象：事務ブロック＋研究ブロック

・コピー用紙使用量：
  11.1％削減（前年度比） ○

・紙ゴミの廃棄量削減
  対象：事務ブロック（支店除く）＋研究ブロック

・紙ゴミ廃棄量：
  45.8％増(前年度比)※ △

開発関連
・環境負荷の少ない容器・包装の開発 ・酸素の透過を抑えるボトルを

  採用し、賞味期限の長期化を実施 ○

・化石資源の利用低減、未利用資源の有効活用など ・生産プロセスの改善により
  環境負荷の低減に貢献 ○

環境

環境

水

排ガス

再資源化

排水

最終埋立
となる
処理への委託

製品（食用油・油粕）

日清オイリオグループ（株） 6t

CO2 186,226t-CO2
NOx 133t
SOx 25t. . . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . .

電気（買電） 7,009万kWh
都市ガス  3,593万Nm3
LNG 6,587t
A 重油 1,111kl
C 重油 16,701kl

. . .

. . . . . . . . . . . . . . 

. . . . . . . . . . . .

. . . . . .  

. . . . . . . . . . . . . . . 

上水・工業用水 209万m3
海水 788万m3

. . . 

. . . . . . . . . . . . . 

ガラス 5,380t
プラスチック 9,934t
金属類 10,098t
紙類 11,023 t

. . . . . . . . . . 

. . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . 

. . . . 資材

285万m3
194万t

19,325t

エネルギー

. .

集計範囲： 生産4拠点（横浜磯子事業場、名古屋工場、
 堺事業場、水島工場）の生産工程

原材料

196万t
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生産拠点を中心とした
地域への社会貢献活動や、
食にまつわるさまざまな活動を通じて、
積極的なコミュニケーションを図っていきます。

地域社会との共生

神奈川マラソン

自主開催したチャリティウォーク（名古屋工場）

収穫した野菜を使って調理 保育園での豆腐作り教室

　当社グループは、世界の飢餓撲滅のために世界約７０カ国で開催される
「WFP ウォーク・ザ・ワールド」に２００７年から参加・協賛を続けています。神奈
川県横浜市で開催される公式イベントへの参加や、今年で４回目となる大阪府
堺市での自主開催のほか、２０１５年は新たに名古屋工場が自主開催を企画し、
愛知県瀬戸市の岩屋堂近辺でウォーキングをしました。イベントの参加費は
国連WFP協会の「学校給食プログラム」に役立てられています。

　２０１６年４月に発生した「平成２８年熊本地震」ならび
に「エクアドル地震」により被災された方々に、心より
お見舞い申しあげます。当社は熊本地震による被災
地への支援として、日本赤十字社を通じ、１，０００万円の
義援金を寄付するとともに、当社主催の横浜磯子春ま
つりにご来場いただいた皆様からお預かりした義援
金、また春まつりの売上の一部を寄付しました。

　食品メーカーとして、親子を対象とした食育活動を通じて、食に興味
を持っていただくきっかけづくりをしています。
　毎年開催している食育イベントでは、旬野菜の目利きポイントを教わ
りながらの野菜収穫体験や、収穫した野菜を使って調理し、おいしくいた
だくという一連の体験を通じ、親子で食に親しむ機会を提供しています。
また、もぎ豆腐店株式会社では、自社製品の豆腐を使用したレシピを
紹介しながら、離乳食期の食事相談に応じる離乳食教室や、地元の保育
園の年長児を対象とした豆腐作り教室を開催しました。

世界の飢餓撲滅のためのチャリティウォークへの参加と協賛

大規模地震の被災地への支援

親子向け食育活動

　攝津製油株式会社では、日本赤十字社を通じて
１００万円の義援金を寄付するとともに、自社製品の
アルコール除菌剤を従業員自ら被災地の各避難所に
届けました。
　また大東カカオ株式会社では、カカオ豆の産地であ
るエクアドルで起きたエクアドル地震への支援として、
国連ＷＦＰ協会を通じ、１００万円の寄付を行いました。

社会

社会
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当社は、「おいしさ・健康・美」の提案・創造によって、
人々の幸せの実現に貢献することを使命と考えています。
その考えのもと、トップアスリートへの食事・栄養サポートや
各種スポーツ大会への協賛・応援などを通じて、
アスリートから子どもたちまで、あらゆる人々の健康的な生活を応援しています。

スポーツ振興を通じた健康への貢献

卓球女子
ワールドカップ仙台

上村愛子さんによる
トークショー

横浜マラソン

世界トライアスロン横浜

　当社は長年にわたりトップアスリートへの食事・栄養サポート活動
を行っており、この活動を通じて食事と運動の大切さを伝えていま
す。卓球女子ワールドカップ仙台（東日本大震災復興支援）では、大
会への協賛をするとともに、福原愛選手をはじめとした参加選手の
サポートを行い、当社のブースではチャリティ活動も行いました。そ
のほか、上村愛子さんによる中学生を対象としたトークショーや、伊
藤みき選手によるモーグル教室も開催しました。また、未来のトップ
アスリートを目指す子どもたちを食事・栄養の面からサポートする
ため、2006年から全日本少年サッカー大会（U12）への協賛も続け
ています。

　当社は主力工場のある横浜を中心にさまざまなスポーツイベ
ントへの応援・協賛を続けています。2016年で第38回となっ
た神奈川マラソンは、第4回大会から全面的にサポートしており、
スタート・ゴール地点として工場の一部を開放して
います。また、「横浜F・マリノス」の食事・栄養サ
ポート活動や、横浜F・マリノスのコーチによる親
子サッカー教室も開催しています。そのほか、横
浜マラソンや世界トライアスロン横浜といったさ
まざまなスポーツ大会への協賛・ブース出展を
通じ、食と運動の大切さを伝えています。

食事と運動の大切さを伝えるために
～トップアスリートへの食事・栄養サポートを通じた活動～

横浜を中心としたスポーツイベントの応援・協賛
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CSRデータ

単位 2013年度 2014年度 2015年度 備考

お客様相談窓口への
お申し出件数

(合計）

件

18,932 18,804 47,283

お問い合わせ 17,785 17,786 45,938

ご指摘 638 552 695

ご意見・ご要望 509 466 650

お問い合わせ内容
内訳

(合計）

件

17,785 17,786 45,938

商品の特徴・使用方法など 8,421 8,347 13,282
2015年度は日清アマニ油など、サプリ的オイル
に関する使用方法や保管方法といったお問い合
わせが増えたため増加

販売店や入手方法 3,088 3,288 4,192

賞味期限に関する質問 2,847 2,844 2,984

商品の品質に関する質問 1,282 1,334 1,806

資料やサンプルなどの依頼 794 677 765

ココナッツオイルの
自主回収に関するお申し出 ー ー 21,374

お客様相談窓口へのお申し出件数(3,787件)
と回収専用ダイヤルへのお申し出件数(17,587
件)の合計

その他 1,353 1,296 1,535

お客様

単位 2013年度 2014年度 2015年度 備考

株主数 名 32,689 31,617 31,423

配当実績

（年間計）

円

10.0 10.0 10.0

中間配当 5.0 5.0 5.0

期末配当 5.0 5.0 5.0

個人投資家向け会社説明会開催回数 回 10 12 12

個人投資家向け会社説明会参加人数 名 681 508 631

株主・投資家

単位 2013年度 2014年度 2015年度 備考

平均勤続年数

（合計）

年

17.2 17.9 18.8 対象：単体正社員
各年度3月31日時点

男性 17.6 18.3 19.1

女性 15.5 16.4 17.3

永年勤続表彰制度利用者数 名 98 86 63

育児休職制度利用者数 名 22 22 24

介護休職制度利用者数 名 1 1 2

短時間勤務制度利用者数 名 26 26 35

ボランティア休暇制度利用者数 名 1 0 0

障がい者雇用率 ％ 2.28 2.60 2.72

定年退職者再雇用制度利用者数 名 9 13 9 当該年度に定年を迎えた者のみをカウント

従業員
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単位 2013年度 2014年度 2015年度 備考

横浜磯子事業場
工場見学者数

(合計） 名 12,659 9,923 11,306 2014年度は工場内の工事の影響で見学人数
を制限したため減少

一般消費者 名 6,950 5,299 5,865

学生 名 4,080 2,940 3,756

PTA 名 815 558 656

取引先 名 607 753 748

海外 名 207 373 281

ＷＦＰ ウォーク・ザ・ワールド  ※1 参加人数 名 121 123 132

チャリティランチ ※2 喫食数 食 318 321 317

地域での清掃活動参加人数※3 名 713 770 736 子会社含む

環境保護活動参加人数 名 85 99 80

※1  国連WFP協会主催、子どもの飢餓撲滅のためのチャリティウォークイベント
※2  社員食堂でのチャリティ企画
※3  集計方法変更のため、コーポレートレポート2015で報告した数値を修正

社会

本ページに記載しているのは実績の一部です。
そのほかの実績はホームページの「CSRデータ集」をご覧ください。
http://www.nisshin-oillio.com/company/csr/report.html

WEB

単位 2013年度 2014年度 2015年度 備考

使用エネルギー量と
原単位の推移

使用エネルギー量
（原油換算値） kl 78,827 82,782 87,684 2014、2015年度は生産量（搾油処理量）が

増えたためそれぞれ増加

使用エネルギー原単位 kl/t 0.128 0.133 0.137 エネルギー原単位＝
使用エネルギー［原油換算］(kl) ／油処理量(t)

CO2排出量と
原単位の推移 ※4    

CO2排出量 t-CO2 166,764 175,586 186,226 2014、2015年度は生産量（搾油処理量）が
増えたためそれぞれ増加

CO2排出量原単位 t-CO2/t 0.271 0.281 0.291 CO2排出量原単位＝
CO2排出量（t-CO2）／油処理量（t）

油脂の輸配送に係るエネルギー使用削減率 ％ ▲ 0.2％ ▲ 2.9％ ▲ 1.7％ 2010年度比、対象：パッケージ品＋バルク油
（油粕や生産のための拠点間輸送は除く）

廃棄物再資源化率 ％ 99.89 99.94 99.97 

環境

※4  CO2換算係数変更のため、コーポレートレポート2015で報告した数値を修正
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※ 「企業結合に関する会計基準」等の適用にともない、従来の「当期純利益」
　 は「親会社株主に帰属する当期純利益」に名称が変更になりました。

財務データ（連結）

（百万円）
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（百万円）
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● 親会社株主に帰属する当期純利益※
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大阪事業場 〒531-0072　大阪市北区豊崎三丁目19番3号 ピアスタワー 8F （06）6376-5417

横須賀事業場（中央研究所） 〒239-0832　横須賀市神明町１番地 （046）837-2400

横浜磯子事業場（横浜磯子工場） 〒235-8558　横浜市磯子区新森町１番地 （045）757-5030

名古屋工場 〒455-0028　名古屋市港区潮見町37番地15 （052）611-4111

堺事業場 〒592-8331　堺市西区築港新町3丁37番地 （072）243-2940

水島工場 〒712-8071　倉敷市水島海岸通三丁目2番地 （086）448-3232

札幌支店 〒060-0063　札幌市中央区南三条西十丁目1001番地5 福山南三条ビル1F （011）261-0326

仙台支店 〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目17番7号 仙台上杉ビル2F （022）266-1511

関東信越支店 〒370-0841　高崎市栄町14番5号 内堀ビル7F （027）310-2231

東京支店 〒104-8285　東京都中央区新川一丁目23番1号 （03）5542-7807

名古屋支店 〒460-0004　名古屋市中区新栄町二丁目9番地 スカイオアシス栄10F （052）957-8881

大阪支店 〒531-0072　大阪市北区豊崎三丁目19番3号 ピアスタワー 8F （06）6376-5351

広島支店 〒730-0015　広島市中区橋本町10番6号 広島NSビル8F （082）227-0311

福岡支店 〒810-0001　福岡市中央区天神三丁目4番5号 ピエトロビル7F （092）751-3050

盛岡営業所 〒020-0034　盛岡市盛岡駅前通15番19号 盛岡フコク生命ビル8F （019）624-0611

郡山営業所 〒963-8004　郡山市中町1番22号 郡山大同生命ビル8Ｆ （024）923-4467

新潟営業所 〒950-0916　新潟市中央区米山三丁目2番11号 新潟米山MKD.5ビル3F （025）246-5981

長野営業所 〒380-0921　長野市栗田1010番地1 大成第一ビル3F （026）226-3813

埼玉営業所 〒330-0803　さいたま市大宮区宮町二丁目81番地 いちご大宮ビル4Ｆ （048）641-6441

西首都圏営業所 〒190-0022　立川市錦町一丁目8番7号 立川錦町ビル4F （042）526-1793

横浜営業所 〒235-8558　横浜市磯子区新森町１番地 （045）759-3121

静岡営業所 〒420-0851　静岡市葵区黒金町11番7号 三井生命静岡駅前ビル3F （054）254-7348

北陸営業所 〒920-0856　金沢市昭和町16番1号 ヴィサ－ジュ 8F （076）263-8680

四国営業所 〒760-0055　高松市観光通二丁目2番15号 第2ダイヤビル3F （087）862-5525

岡山営業所 〒700-0023　岡山市北区駅前町二丁目5番24号 JR岡山駅第2NKビル10Ｆ （086）222-8441

鹿児島営業所 〒890-0064　鹿児島市鴨池新町6番地6　鴨池南国ビル11F （099）258-6111

横浜神奈川事業所 〒221-0036　横浜市神奈川区千若町一丁目3番地 （045）461-0181

国内事業所一覧

商 号
本 社

電 話
資 本 金
売 上 高
従業員数

日清オイリオグループ株式会社
〒104-8285
東京都中央区新川一丁目23番1号

（03）3206-5005 
16,332百万円（2016年3月31日現在）
327,836百万円（2016年3月期・連結）
2,692名（2016年3月31日現在・連結）

会社概要 取締役および監査役 （2016年6月24日現在）

代表取締役社長
代 表 取 締 役
取 締 役

取締役（社外）
監査役（常勤）
監査役（社外）

今村　隆郎
石神　高
藤井　隆 尾上　秀俊
吉田　伸章 久野　貴久
小林　新
鳴沢　隆　　　　白井　さゆり
栢之間  昌治 太田良　猛
新谷　謙一 町田　恵美

会社概要
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攝津製油株式会社
油脂・化成品の製造および販売、加工物流事業
日清商事株式会社
食料品、飼料、園芸・季節商材等の販売
日清物流株式会社
港湾運送事業、倉庫業、各種流通加工業および配送業
株式会社NSP
コンピュータシステムの開発、運用および管理の受託
大東カカオ株式会社
チョコレート原料の製造および販売
株式会社日清商会
油脂製品、食品大豆、冷凍食品等の卸売業
株式会社マーケティングフォースジャパン
流通分野におけるマーケティング業務および人材派遣
日清ファイナンス株式会社
生保・損保代理店

上海日清油脂有限公司
植物油脂の販売
日清奥利友(中国)投資有限公司
中国における事業投資管理ならびに原材料調達および販売
日清奥利友（上海）国際貿易有限公司
ファインケミカル製品および食品の輸入販売
Intercontinental Specialty Fats Sdn. Bhd.
パーム油脂、スペシャリティファットの製造および販売
Industrial Química Lasem, S.A.U.
工業用および化粧品用油脂等の製造および販売

※ 海外グループ会社については、P12-13の特集もご覧ください。

グループ主要会社（国内）

グループ主要会社（海外）

国内生産4拠点

株式会社ゴルフジョイ
ゴルフ練習場の運営
もぎ豆腐店株式会社
豆腐、油揚げ類の製造および販売
ヤマキウ運輸株式会社
貨物運送、庫内荷役事業
日清オイリオ・ビジネススタッフ株式会社
建物内外の清掃業務ほか
株式会社ピエトロ
ドレッシング、パスタソース等の製造販売事業、
レストラン事業、通信販売事業
和弘食品株式会社
調味料、天然エキス等の製造および販売
幸商事株式会社
油糧、油脂、洗剤、化成品、食品材料の販売

T.&C. Manufacturing Co., Pte. Ltd.
製菓原料等の調製品の製造および販売
中糧日清(大連)有限公司
植物油脂、油粕の製造および販売
統清股份有限公司
マーガリン、ショートニング、加工油脂の製造および販売
張家港統清食品有限公司
マーガリン、ショートニング、加工油脂の製造および販売

横浜磯子事業場 名古屋工場 堺事業場 水島工場
敷地面積 敷地面積敷地面積 敷地面積：233,100㎡ ：98,800㎡ ：28,800㎡ ：113,300㎡
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第三者意見を受けて

　昨年に引き続き第三者意見を述べさせていただきます。
昨年度版も読みやすかったのですが、今年度版はさらに
文字数を減らし、図を増やすなどの細やかな配慮が施され、
さらに読みやすく進化されています。よりよいコーポレー
トレポートとなるように、読者の声を真摯に受け止め、可
能な限り反映させている努力を高く評価いたします。例え
ば、「発見！日清オイリオグループ」では図解が効果的に用
いられ、日清オイリオグループの製品が社会のどこで使わ
れているかがわかりやすく示されています。また、特集１の

「スーパーエナジー 中鎖脂肪酸」は、以前の版で特集さ
れたこともある内容だそうですが、昨今の様々な食用油の
人気の高まりから、改めてもっとよく知りたいという声が
高まったことを受けて、今年度版で再び特集されています。
さらに、昨年度の第三者意見で提案させていただいた推
奨点である「責任ある原料調達」と「海外拠点におけるCSR
実績」についても、いち早く反映し、今年度版で掲載されて
いるところにも、日清オイリオグループの誠実な企業姿勢
がよく表れていると思います。
　このように社外からの声を受け入れようとする努力は、
ステークホルダーとのダイアログを初開催されたことにも
よく表れています。社外のステークホルダーとの対話の場に、
会社のトップが自ら出席するのは稀ですが、今回は今村社
長も出席されてダイアログをされたことはとてもすばらし
いと思います。ステークホルダーと会社とが直接対話する
ことで、いろいろな気づきを得て、さらなる経営品質の向
上を目指そうとされておられるのがよくわかります。今年
度は中期経営計画の最終年度でもあり、次の新しいスター

　今年度も当社の活動について大変貴重なご意見をいた
だき、ありがとうございました。当社グループの活動をス
テークホルダーの皆様にわかりやすくお伝えしていきたい
という想いを、赤羽先生から「誠実な企業姿勢の表れ」とご
評価いただきましたことは、大変励みになりました。
　初開催のステークホルダーダイアログにつきましても、
ご評価いただき非常に勇気づけられました。今後も様々な
形でステークホルダーと対話を進め、ステークホルダーに
鍛えられることで、これまで以上に皆様の期待にお応えし、
当社グループの企業の成長と発展につなげてまいります。

トに向けて技術開発センターの新設や、国連グローバル・
コンパクトやRSPOへの加盟など、海外事業の拡大を視野
にいれた社会課題解決の試みもすでにされておられます。
また、鈴鹿市における健康寿命延伸に向けた産学官連携
も始められましたので、ここでのノウハウを日本だけでな
く世界における社会課題解決にも応用できることを期待
いたします。
　推奨点があるとすれば、ビジネス上のリスクに対して、ど
う対応しているかについても表明されることです。グロー
バルでビジネスをしている以上、例えば、気候不順による
収穫量減からの原材料調達リスクや、肥満や食習慣の誤解
によって消費者がおちいりやすい健康リスクなどさまざま
なリスクがあります。今は顕在化していなかったり、取扱い
数量が少なかったりと、すぐには問題にならないこともある
かと思います。しかし、企業としてリスクを認識していたり、
すでにリスクへの対応ができていたりするのであれば、そ
のことを積極的に開示されることをご検討ください。

　ご提案いただきました推奨点につきましても真摯に受
け止めております。ビジネス上のリスクについては、現在の
ホームページ等での開示に加え、改めてよりわかりやすい
開示の仕方を検討してまいります。
　これからも、グローバル社会の一員として、企業の社会的
責任を果たしていく所存でございます。

日清オイリオグループ株式会社
コーポレートコミュニケーション部

CSRアジア　日本代表

赤羽 真紀子
通算10年以上、さまざまな業種の多国籍企業
のCSR担当を経験し、スターバックスコーヒー
ジャパン、セールスフォースドットコム、日興ア
セットマネジメントで関連部署の立ち上げを手
がけた。早稲田大学で政治学と生物学を修め、
カリフォルニア大学リバーサイド校、タフツ大
学、慶應義塾の各大学院で学ぶ。講演、第三者
意見の執筆多数。2010年より現職。
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植物油とビタミンのおいしい関係植物油とビタミンのおいしい関係

　日本人は、ビタミンＥの約2割※をサラダ油、マ
ヨネーズなどの植物油から摂っています。このビ
タミンＥには、抗酸化作用があり、老化の元凶とも
いわれる活性酸素の働きを抑える働きがありま
す。また、血液の流れを良くしたり、肌荒れの予防
にも効果があるといわれています。

　ニンジン、ピーマンなどの緑黄色野菜に豊富に含まれているβ-カ
ロテン（ビタミンＡ）は、水に溶けにくく、油に溶けやすい「脂溶性ビタ
ミン」で、脂質が十分にないと体内に吸収できません。そのため、緑
黄色野菜は、油と一緒に食べるとビタミンAの吸収率が高まり、栄養
をむだなく摂取できます。

　ビタミンＣは、抗酸化作用の高い栄養素で
すが、水に溶けやすく、ゆでるといった調理で
失われやすい特徴を持っています。植物油を
使うと短時間で加熱調理できるので、ビタミ
ンＣの損失が少なくてすみます。

植物油はビタミンEの大切な供給源！

油と一緒にビタミンを摂りましょう！

抗酸化作用のある
ビタミンＥがたっぷり♪

油と一緒に摂って、
ビタミンＡの吸収率ＵＰ♪

油による短時間の加熱で
損失は最小限に♪

植物油についてもっと詳しく
知りたい方はこちらをご覧ください！

「植物油のおいしいおはなし」

植物油は健康的な生活に欠かせない栄養素、ビタミンとも相性ぴったりです。
植物油を上手に使って効率的にビタミンを摂取しましょう。

ビタミン

E

ビタミン

A
ビタミン

C

※ 補助食品からの摂取を除く。

（Takeda.S et al. J Nutr Sci Vitaminol. 57: 209-15, 2011 より改変）
※ 野菜中のβ-カロテンは体内でビタミンAに変換されます。

植物油と一緒で
平均2.7倍UP!

http://sodan.nisshin-oillio.com/pdf/book.pdf

ニンジンを食べた場合の
血中β-カロテン※量

ニンジン ニンジン＋植物油




